


















































































す。」（a “jumping together” of knowledge by the linking of facts and fact-based 































































































となった「世界宗教におけるキリスト教の位置」（Die Stellung des 












































論のためにも重要な役割を担うと期待される。（参照，Paul Knitter, No 
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」のなかにひそむ
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「一つのもの
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」を予感すること
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，そしてより大いなる全体の中で等しくしみ




























4 4 4 4 4 4 4
，見えないひとつの源流を含めて多くの源
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流がある
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。それは無数の河床を持つデルタに消え
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，その河岸に多くの宗教
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の誕生を見てきた






く，異なる心性をも表わしている。（Raimundo Panikkar, The Dwelling Place 
for Wisdom）
(4)　「仮説上の一致
4 4 4 4 4 4
」（hypothetical consonance）［仮説的共鳴］は……私が
命名した名前である。「一致」という言葉は……自然界について科学的に
表現可能なものと，神学者が神の創造と理解しているものとの間に照応関
係がある領域を，現在，我々が探求していることを意味する。「一致」と
いう言葉は，その強い意味では「同意・調和」を意味する。同意あるいは
調和は，我々が発見したいと願う宝であるかもしれない。しかし，未だそ
れを発見していない。現在，我々は「一致」という語の弱い意味で働いて
いる──すなわち，共通の探求領域を確認することによって。……私の判
断では，少なくトも近い将来は，「仮説上の一致」のモデルが自然科学と
キリスト教神学との対話をリードすべきである。科学者たちは還元主義方
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法論の限界をすでに認識しており，自然の性質や実在するすべての存在の
意義に関してより深い疑問に目をこらし始めている。神学者たちは世界が
神聖は創造者による創造であると主張するが，彼らは自然界について責任
をもって話すように要求されており，他方，自然科学はこの素晴らしい世
界についての知識と理解を増大することが可能であるということを実証し
てきた。神が創造者であるのなら，創造についての理解が増大するにつれ，
神についての理解も増大することを期待すべきである。逆に言えば，世界
が創造されたものであるなら，その創造者に言及することなくしては世界
を十分に理解することなどできないと予期すべきなのである。（テッド・
ピータース「神学と科学」『宗教・科学・いのち』）
